
天
桂
と
独
巷

の
交
流

志

部

憲

一

一

天
桂
伝
尊

(
一
六
四
八
-
一
七
三
五
)
と
独
巷
玄
光

(
一
六
三
○
-
一
六

九
八
)
は
共
に
江
戸
期
を
代
表
す
る
洞
門
の
学
者
で
あ
る
。
両
者

で
は

独
港
の
方
が
少
し
年
長
で
あ

っ
た
が
、
交
流
も
あ
り
思
想
的
共
通
点
も

多
い
。
既

に
江
戸
期
当
時
か
ら
両
者
の
思
想
的
共
通
性
は
指
摘
さ
れ
て

い
た
。
そ
れ
は
乙
堂
喚
丑

(
*

一
七
五
一
)
の

『正
法
眼

蔵

続

絃

講

議
』
(
一
七
三
一
)
や
面
山
瑞
方

(
一
六
八
三

一
七
六
九
)
の

『
雪
夜

櫨

談
』
(
一
七
四
一
)
に
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
近
年
に
お
い
て
も
そ
の
思

想
的

一
致
点
を
扱

っ
た
論
稿
が
発
表
さ
乳
て
い
る
。
そ
れ
は
榑
林
皓
堂

「
嗣
承
論
に
於
け
る
天
桂

の
思
想
的
源
流
」

(『駒
沢
大
学
研
究
紀
要
』
巻

十
三
、
昭
和
三
十
年
)
等
で
あ
る
。
是
れ
等
は
全
て
天
桂

の
嗣
法
論
等
が

独
巷

の
影
響
を
す
く
な
か
ら
ず
受
け
て
い
る
と
い
う
指
摘
で
あ

っ
た
。

江
戸
期
に
お
い
て
独
巷
は
依
院
易
師
や
多
師
乱
承
と
い
っ
た
宗
弊

の

改
革
を
早
く
か
ら
唱
え
、

そ
の
理
論
的
根
拠
を
明
示
し
て
い
る
。
そ

の

嗣
法
論
は
形
式
性
よ
り

「実
」
を
重
ん
じ
た
本
質
論
で
あ

っ
た
。
天
桂

も
後
に
嗣
法
の
実
質
的
面
を
強
調
し
て
お
り
、

こ
の
点
が
独
蕎

の
影
響

を
受
け
た
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
両
者
の
嗣
法
論
は
邪
説
と
し
て
斥
け

ら
れ
、
以
後
独
巷
と
天
桂

は
宗
門
で
は
異
端
者
と
し
て
扱

わ

れ

て
き

た
。
し
か
し
嗣
法
論
等
に
於
い
て
い
く
つ
か
の

一
致
点
の
認
め
ら
れ
る

両
者
で
あ

っ
た
が
、
全
体
的
思
想
や
そ
の
方
向
性
に
は
か
な
り
異
な
る

も
の
が
あ
っ
た
。

独
巷
の
幅
広
い
知
識
に
対
す
る
評
価
は
当
時
高

い
。
そ
れ
は

「彼
師

は
博
学
能
文
の
高
名
、
扶
桑
国
中
古
今
独
歩
せ
り
、
世
間
偏
に
此
れ
を

畏
許
し
、
裡
を
敏
め
て
正
視
せ
ず
」

『
道
鋪
魔

子
管
訟
願
』
(駒
大
図
書

一
○
九
-
W
五
二
)
等
の
記
述

に
窺
え
る
。
独
巷

の
思
想
は
優
れ
た
文
章

力
で
構
成
さ
れ
た

『
護
法
集
』
に
集
約
さ
れ
て

い
る
が
、
当
時
流
行

の

明
代
中
国
禅
に
多
大
の
共
感
を
抱
き
、

し
か
も
儒
教
的
色
彩
を
帯
び
て

い
た
。
た
だ
禅
や
仏
教
の
諸
問
題
に
つ
い
て
の
見
解
は
示
し
た
が
、
語

録
や
公
案
に
関
す
る
注
解
書
は
残
し
て
い
な
い
。

こ
の
点
天
桂
な
ど
が

積
極
的
に
公
案
や
語
録

の
注
解
を
為
し
た
姿
勢
と

は
異
な
る
。

従
来
独
蕎
と
天
桂
の
思
想
は
ワ
ン
セ
ッ
ト
と

し
て
扱
わ
れ
、

一
師
印

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
三
十
八
巻
第

一
號

卒
成
元
年
十
二
月
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証

・
面
授
嗣
法
を
標
榜
し
た
卍
山
道
白

(
一
六
三
六

一
七
一
五
)
系
統

か
ら
異
端
者
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
天
桂

の
著
作
の
随
所
に
独
苓
批

判
が
数
多
く
見
出
さ
れ
る
点
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は

『
正
法

眼
蔵
弁
註
』
『海
水

一
滴
』
『
騒
耳
弾
琴
』
『
驕
耳
弾
琴
弁
註
』
等

の
随

所
に
見
ら
れ
る
。

既
に
指
摘
さ
れ
る
通
り
両
者
の
交
流
は
短
期
間
で
あ

っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
あ

る
問
題
を
契
機
と
し
て
以
後
二
人
の
交
渉
を
示
す
記
録
は
な

い
。
つ
ま
り
両
者
の
交
流
は
断
絶
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
今
回
は
そ
の

断
絶
と
以
後
の
天
桂
に
よ
る
独
巷
批
判
の
理
由
が
何
で
あ

っ
た
か
を
検

討
し
て
み
た
い
。

二

『
天
桂
和
尚
年
譜
』
に
よ
れ
ば
両
者
の
具
体
的
交
流
は
独
巷
が
天
桂

に

「滅
宗
」
の
字
を
授
け
た
貞
享
二
年

(
二
八
八
五
)
か
ら
貞
享
四
年

の
問
と
推
測
さ
れ
る
。
貞
享
四
年
は
独
巷
が
天
桂

に

「
大
沢
山
滅
宗
禅

師
円
悟
碧
巌
集
を
講
ず
る
を
悼
む
五
首
井
序
」
を
贈

っ
た
年
で
あ
る
。

そ
れ
は
天
桂
の

『碧
巌
集
』
講
義
に
対
す
る
独
蕎

の
か
な
り
手
厳
し
い

批
判
で
あ
り
、
意
図
は

「禅

は
須
ら
く
参
ず
べ
し
、
講
ず
べ
か
ら
ず
」

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
禅

の
実
践
を
強
調
し
た
も
の
で
あ
る
。
年
令

的
に
み
れ
ば
こ
の
年
天
桂
は
四
十
歳
で
あ
り
、
独
蕎
は
五
十
八
歳
で
あ

る
。
こ
れ
か
ら
す
れ
ば
年
長

の
独
巷
が
、
歳
の
若
い
天
桂
に
論
理
よ
り

実
践
の
必
要
性
を
諭
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
今
ま
で
親
交
が
あ

っ
た
独
巷
か
ら
の
厳

し
い
批
判
で
あ
り
天

桂

の
驚
き
は
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
天
桂

は

『
年
譜
』
で
は

「
鳴

呼
、
師
友

の
言
此
に
及
べ
る
か
」
と
述
べ
た
と
さ
れ
る
。

こ
の
記
述
に

長
老
独
巷
に
対
す
る
天
桂
の
驚
き
と
落
胆
、
失
望

の
心
情
が
吐
露
さ
れ

て
い
る
。
以
後
両
者
の
交
流
を
示
す
記
録
は
な

い
。

両
者

の
交
流
に
大
き
な
妨
げ
と
な

っ
た

『碧
巌
集
』
講
義
問
題
は
そ

の
ま
ま
思
想
の
違
い
で
も
あ

っ
た
ゆ
後
に
天
桂

は
独
巷
に
よ
る
こ
の
講

義
否
定
の
姿
勢
を
鋭
く
追
求
し
て
い
る
。

た

と

え

ぽ

『
山
水
経

・
弁

註
』
(『正
法
眼
蔵
蒐
書
大
成
』
巻
十
五
、
五
五
三
-
五
頁
)
に

「
独
巷
自
警

語
下
」
の
語
句
を
取
り
上
げ
て
批
判
し
た
例
な
ど
が
あ
る
。
道
元
禅
師

の

『山
水
経
巻
』
自
体
は
禅
師
の
見
聞
し
た
宋
代
禅
界
に
流

行

し

た

「無
理
会
話
」
に
対
す
る
批
判
が
示
さ
れ
て
い
る
。
「
無
理

会

話
」
と

は

「東
山
水
上
行
」
や

「
南
泉
の
鎌
子
話
」
「臨
済
の
挙
喝
」

等
の
公

案
を
種
々
の
念
慮
に
拘
わ
ら
な
い
禅
話
、

つ
ま
り
思
慮

・
分
別
を
超
え

た
禅

の
語
話
と
す
る
見
方
で
あ
る
。

天
桂
が
こ
の

『
山
水
経

・
弁
註
』
で
独
蕎
の

「自
警
語
下
」
の
文
を

取
り
上
げ
批
判
し
た
理
由
は
、
独
巷
の
公
案
観
と
宋
代
に
流

行

し

た

「無
理
会
話
」
と
の
主
張
を
同

一
視
し
た
と
考
え
ら
れ
.る
。
そ

れ

は

昔
、
若
い
天
桂
が

『
碧
巌
集
』
講
義
の
時
に
受
け

た
批
判
に
対
す
る
反

論
で
も
あ

っ
た
。

天
桂
は

「
独
巷
自
警
語
下
」
の
説
を
次
の
よ
う
に
紹
介
す
る
。
尚
、

冒
頭
の

「戒
般
の
漢
」
と
は
独
蕎
を
指
す
。
ま

た

〔

〕
内

は

天

桂
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『
山
水
経

・
弁
註
』
の
語
句
。
符
号
及
び
傍
線
は
筆
者
。

惑
般
の
漢
洞
山
初
の
(
1
)
語
中
語
無
き
を
名
づ
け
て
活
句
と
為
し
、
(2)
語
中
語

有
る
を
名
づ
け
て
死
句
と
為
す
、
未
だ
其
の
源
に
達
せ
ざ
る
者
は
第
八
魔
界

の
中
に
落
在
す
と
日
を
挙
し
て
曰
く
、
此
の
言
所
謂
る
、
醍
醐
毒
薬

一
道
に

行
ず
る
も
の
な
り
、
(イ)
語
中
語
無
き
を
仮
り
て
〔麻
三
斤
解
打
鼓
等
を
謂
う
〕

自
家
の
活
句
を
識
得
し
、
生
死
を
脱
し
、
魔
界
を
超
え
る
と
き

は
語
中
無

語
、
真
の
活
句
、
転
凡
入
聖
の
大
還
丹
な
り
、
(戸)
若
し
但
だ
無
義
の
語
を
以

て
語
中
無
語
と
為
る
と
き
は
睡
夫
の
喰
墜
、
狂
人
の
顛
言
倒
語
亦
以
て
活
句

と
な
す
べ
し
、
所
謂
る
活
句
却
っ
て
文
字
法
師
の
一
経
一
論
を
講
じ
、
語
々

義
有

っ
て
善
を
聾
め
悪
を
抑
え
る
者
に
如
ら
ざ
る
こ
と
遠
し
、
語
中
の
無
語

山豆
に
毒
薬
に
非
ざ
ら
ん
や
、
畢
寛
死
句
活
句
は
己
に
在

っ
て
語
に
在
ら
ざ
る

な
り
、
の
語
中
に
向
か
っ
て
則
を
取
る
と
き
は
趙
州
喫
茶
、
禾
山
打
鼓
、
雲

門
須
弥
山
、
洞
山
麻
三
斤
乃
至
徳
山
棒
、
臨
済
喝
、
洞
山
五
位
、
濾
仰
円
相

死
句
に
非
ず
と
い
う
こ
と
無
き
な
り
、
自
家
の
活
句
を
識
得
す
る
と
き
怒
罵

噂
笑
咳
唾
陣
吟
乃
至
鴉
鳴
鵠
燥
風
塵
艸
動
有
語
と
無
語
と
悉
く
活
句
に
非
ず

と
い
う
こ
と
な
し
と

こ
こ
で
独
巷
は
洞
山

の
公
案
を
(1)

「語
中
語
無
き
を
名
づ
け
て
活
句
と

為
し
」
と
(2)

「
語
中
語
有
る
を
名
づ
け
て
死
句
と
為
す
」
の
二
点
に
分

け
て
説
明
し
て
い
る
。

ま
ず
(工)

の

「
語
中
無
語
」
に
つ
い
て
は
二
通
り
の
見
方
が
出
来
る
と

す
る
。

一
つ
は
ω

「
語
中
語
無
き
を
仮
り
て

〔麻
三
斤
解
打
鼓
等
を
謂

う
〕
自
家

の
活
句
を
識
得
し
、
生
死
を
脱
し
、
魔
界
を
超
え
る
と
き
は

語
中
無
語
、
真

の
活
句
、

転
凡
入
聖
の
大
還
丹
な
り
」
の
部

分

で
あ

る
。
こ
の

「語
中
語
無
き
を
仮
り
て
」
と
は
天
桂
も
こ
の
後
指
摘
す
る

よ
う
に
無
義
句

・
無
理
会
と
し
て
の

「
公
案
」
を
用

い
て
の
意
味
で
あ

ろ
う
。

つ
ま
り
こ
こ
で
独
巷
が
指
示
す
る

「
語
中
語
無
き
」
と
は

「
公

案
」
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

も
う

一
つ
は
(ゴ)

「若
し
但
だ
無
義
の
語
を
以
て
語
中
無
語
と
為
る
と

き
は
睡
夫
の
喰
墜
、
狂
人
の
顛
言
倒
語
亦
以
て
活
句
と
な
す
可
し
、
所

謂
る
活
句
却

っ
て
文
字
法
師
の
一
経

一
論
を
講
じ
、
語

々
義
有

っ
て
善

を
聾
め
悪
を
抑
え
る
者
に
如
ら
ざ
る
こ
と
遠
し
、
語
中

の
無
語
量
に
毒

薬
に
非
ざ
ら
ん
や
」
の
部
分
で
あ
る
。
こ
の
独
蕎

の
指
示
す
る

「語
中

無
語
」
は
単
に
世
俗
の
意
味
の
な
い
語
話
を
示

し
て
い
る
と
言
え
る
。

独
巷
は
(
1
)
の

「
語
中
無
語
」
を
ω
の
公
案
と
回

の
世
俗
の
無
義
味

・
無

義
路
の
言
葉

の
二
つ
に
分
け
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ω
を
醍
醐
と
し
、

@
を
毒
薬
と
主
張
し
、
両
者
は
別
で
あ
り
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
と
し

た
。次
の
(2)

「語
中
語
有
る
を
名
づ
け
て
死
句
と
為
す
」
は

「
語
中
に
向

か

っ
て
則
を
取
る
と
き
は
趙
州
喫
茶
、
禾
山
打
鼓
、
雲
門
須
弥
山
、
洞

山
麻
三
斤
乃
至
徳
山
棒
、
臨
済
喝
、
洞
山
五
位
、
潟
仰
円
相
死
句
に
非

ず
と
い
う
こ
と
無
き
な
り
」
の
部
分
と
対
応
す
る
。

こ
れ
は
文
字
通
り

「公
案
」
の
語
句
に
筋
道
や
道
理
と
い
う
も
の
を
見
出
そ
う
と
し
た
場

合
は

「公
案
」
自
体
が
死
句
と
な
る
の
意
で
あ
ろ
う
。
以
上
が
独
巷
の

説
明
で
あ
る
。
結
論
的
に
独
巷
は

「
公
案
」
自
体
を
祖
門
に
お
け
る
活

句
と
し
な
が
ら
も
、
筋
道
や
道
理
を
超
越
し
た
も
の
で
あ
り
、
理
解
不

天
桂
と
独
蕎
の
交
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要

の
も

の
と
し
て
い
る
。

天
桂

は
こ
の
独
蕎
の
説
に
反
論
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

鳴
呼
、
這
の
老
末
だ
嘗
て
夢
に
も
祖
門
宗
乗
の
事
を
見
ず
、
何
と
な
れ
ば
語

中
無
語
を
仮
り
て
自
家
の
活
句
を
識
得
し
、
又
無
義
語
を
以
て
語
中
無
語
と

為
す
等
と
言
う
が
如
き
、
顧
み
る
に
夫
れ
麻
三
斤
、
解
打
鼓
等
の
語
話
、
義

理
を
以
て
和
会
し
難
き
故
に
、
語
中
無
語
無
義
句
無
理
会
と
為
す
者
な
り
、

乃
ち
是
れ
古
仏
、
前
章
呵
し
た
ま
う
所
、
無
限
の
小
歓
子
、
学
仏
道
の
畜
生

な
る
は
是
れ
な
り
、
是
れ
之
を
有
思
惟
心
を
以
て
如
来
円
覚
境
界
を
測
度

し
、
螢
火
を
取
て
須
弥
山
を
焼
く
が
如
く
、
終
に
著
す
こ
と
能
わ
ざ
る
者
と

謂
わ
ん
や
、
或
る
師
又
死
句
活
句
は
己
に
在
っ
て
語
に
在
ら
ず
と
言
う
と
き

は
、
初
め
よ
り
死
句
活
句
な
る
者
有
る
こ
と
無
し
、
然
る
に
又
(3)
麻
三
斤
、

乾
尿
藪
等
は
無
義
句
の
即
心
即
仏
な
り
、
即
心
即
仏
は
有
義
句
の
麻
三
斤
、

乾
尿
藪
等
な
り
と
言
う
と
き
は
、
初
め
麻
三
斤
、
乾
尿
薇
等
を
以
て
定
め
て

無
義
の
活
句
と
為
し
、
即
心
即
仏
は
定
め
て
有
義
死
旬
と
為
す
は
、
ま
た
非

に
あ
ら
ず
や
、
此
の
如
く
前
後
の
言
う
所

一
口
両
般
狂
人
の
顛
語
の
如
き
は

何
ぞ
や
、
如
今
言
う
所
麻
三
斤
、
乾
戻
概
等
は
無
義
句
の
即
心
即
仏
な
り
、

即
心
即
仏
は
有
義
句
の
麻
三
斤
、
乾
簾
概
と
は
是
れ
何
の
言
そ
や
、
従
来
這

の
漢
是
れ
等
の
綺
文
を
羅
織
し
、
無
智
の
禿
子
を
眩
惑
す
、
法
門
に
害
あ
る

こ
と
尤
も
鮮
な
か
ら
ず

こ
の
天
桂

に
ょ
る
独
巷
批
判
は
更
に
継
続
す
る
が
、
要
点

は
独

巷

の

「
公
案
」
の
扱
い
方
を
道
元
禅
師
が
批
判
し
た

「
無
理
会
話
」
の
説
と

同

一
と
見

て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
(6)
の

「麻
三
斤
、
乾
尿
楓
等
は
無

義
句

の
即
心
即
仏
な
り
、
即
心
即
仏
は
有
義
句

の
麻
三
斤
、
乾
簾
楓
等

な
り
」
は

『
独
巷
独
語
』

の
言
葉
で
あ
る
。
天
桂
の
批
判
は
上
記
の
最

後

「従
来
這
の
漢
是
れ
等

の
綺
文
を
羅
織
し
、

無
智
の
禿

子

を
眩

惑

す
、
法
門
に
害
あ
る
こ
と
尤
も
鮮
な
か
ら
ず
」

の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
非
情
に
厳
し
い
。
こ
の
点
か
ら
し
て
も

『
碧
巌
録
』
講
義
問
題
を

廻

っ
て
の
天
桂
と
独
巷
の
断
絶
は
充
分
推
測
で
き
る
。

三

天
桂
は
こ
れ
ら
独
巷
等
の

「
公
案
」
講
義
否
定
問
題
で
、
そ
の
創
唱

者
と
し
て
雲
棲
株
宏

(
一
五
三
五
-
二

八
一
五
)

の
名
を
挙
げ
て
い
る
。

次
に
こ
の
点
に
触
れ
て
み
よ
う
。

独
巷
は
そ
の
参
学
過
程
に
お
い
て
中
国
明
代

の
禅
僧
と
拘
わ

っ
た
。

先
ず
道
者
超
元

(生
没
年
不
詳
)
の
会
下
に
十
年
前
後
参
じ
て
い
る
。
ま

た
東
皐
心
越

(
一
六
三
九

一
六
九
五
)
及
び
為
霧
道
露

(生
没
年
不
詳
)

等
と
の
交
流
が
あ

っ
た
。

こ
れ
ら
の
交
流
を
通
じ
て
為
霧
の
師
で
あ
る

永
覚
元
賢
 
(
一
五
七
八

一
六
五
七
)
、
更
に
は
雲
』穣
株
宏

(
一
五
三
五

一
六
一
五
)等
に
も
注
目
し
讃
嘆
を
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
雲
棲

に
つ
い

て
は

「雲
棲
の
言
誠
に
理
有
り
…
…
」

(『護
法
集
』
巻

一
)
、
永
覚

に

つ

い
て
は

「永
覚
尽
く
邪
解
を
制
り
、
独
り
旧
案

に
因
り
洞
上
古
轍
を
作

り
、
参
同
契
。
宝
鏡
三
昧
を
注
し
て
、
洞
上
の
旧
轍
是
れ
に
於
い
て
燦

然
た
り
…
…
」

『俗
談
』
と
す
る
記
述
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
独

蕎

は

明
代
禅
僧

に
注
目
し
多
く
の
思
想
的
影
響
を
受
け
た
。

独
蕎
に
限
ら
ず
当
時

の
江
戸
期
洞
門
は
こ
れ
ら
明
代
禅
僧

の
影
響
下
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に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
隠
元

(
一
五
九
二

一
六
七
三
)
や
道
者
超
元
な
ど

の
禅
僧
が
渡
来
し
、
ま
た
雲
棲

の

『竹
窓
随
筆
』
(
一
六
五
三
)
や
永
覚

の

『
洞
上
古
轍
』
(
一
六
七
三
)
が
刊
行
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え

ば

『洞
上
古
徹
』
の
刊
行
に
よ
り
、
洞
門
内
に
五
位
説
参
究

の
気
運
が

起
こ
っ
た
事
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の

「
公
案
」
否
定
問
題
も
明

代
禅
僧

の
影
響
が
大
き
か
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

こ
れ
ら
明
代

の
禅
者

が
中
国
宋
代
の

「
無
理
会
話
」
説
の
影
響
を
受
け
継
い
で
来
た
か
ど
う

か
は
検
討
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
が
、

雲
棲

の

『
竹
窓
随
筆
』
の
主
張

に
は
類
似
す
る
も
の
が
あ
る
。
た
と
え
ば

「経
律
論
は
義
路
有
り
、
講

ぜ
ざ
れ
ば
則
ち
明
ら
か
な
ら
ず
、
宗
門
は
義
路
な
し
、
之
を
講
ず
れ
ぽ

則
ち
反

っ
て
晦
し
」
『
竹
窓
随
筆
』
(駒
大
図
二
三
五
-
四
七
-
五
、
六
丁
)

や

「宗
門
の
答
話
所
謂
る
無
義
味
の
語
有
る
は
、
道
理
を
以
て
会
す
可

か
ら
ず
、
思
惟
を
以
て
通
ず
可
か
ら
ざ
る
が
故

な

り
」
『竹
窓
随
筆
』

(駒
大
図
ご
一二
五
-
四
七
-
四
、
三
八
丁
)
と
す
る
記
述
が
あ
る
。

天
桂

は

『
海
水

一
滴
』
巻
三
に
於
い
て
、

こ

の

『竹

窓

随

筆
』
の

「公
案
」
講
義
否
定

の
説
を
取
り
上
げ
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。
そ
の

批
判
理
由
に
関
し
て
は
拙
稿

「
天
桂
宗
学
と
問
題
点
」
-
公
案
肯
定

(『宗
学
研
究
』
第
二
+
九
号
、
昭
和
六
十
二
年
)
で
触
れ
た
。
問

題

は
江

戸
期
の
禅
者
達
が
こ
の
雲
棲

の

「公
案
」
否
定
の
影
響
を
受
け
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
点
で
あ
ろ
う
。
天
桂
は
独
巷
の

「
公
案
」
否
定
を
こ
の

明
代
の
雲
棲
等
の
風
潮
を
真
似
た
も
の
と
す
る
の
で
あ
る
。
天
桂
は
上

記

『
山
水
経

・
弁
註
』
の
中
で
道
元
禅
師
の

「無
理
会
話
」
批
判
に
続

い
て

「所
謂
る

一
物
相
似
禅
師
、

雲
棲
永
覚

等
類
吾
が
邦
の
文
字
儒
僧

彫
偽
長
老
の
解
す
る
所
、
皆
然
ら
ざ
る
と
い
う
こ
と
莫
し
、
嵯
夫
れ
無

理
会
、
擬
議
不
得
な
る
を
以
て
禅
語
と
せ
ば

…
…
」

(五
五

頁
)
と
し

て
雲
棲

・
永
覚

の
両
者
を
無
理
会
話
論
者
と
見
な
し

て

い

る
。
ま

た

「
文
字
儒
僧
彫
偽
長
老
」
と
は
、
そ

の
す
ぐ
後
に

「惑
般
漢
」
と
し
て

独
蕎
の

「
護
法
集
」
の
説
が
あ
る
の
で
、

一
応
独
蕎
を
指
し
て
い
る
と

推
測
さ
れ
る
。

つ
ま
り
天
桂

は

「公
案
」
講
義
否
定
の
思
想
的
淵
源
を

中
国
明
代

の
禅
者
雲
棲
と
し
、
そ
の
影
響
は

『竹
窓
随
筆
』

の
刊
行
等

を
通
じ
て
独
巷
に
至

っ
た
と
考
え
て
い
る
。

以
上
天
桂
と
独
巷
の
交
流
お
よ
び
断
絶
の
理
由
と
考
え
ら
れ
る

「公

案
」
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
独
巷
は
当
時

一
代
の
知
識
人
と
し
て

称
讃
さ
れ
た
宗
学
者
で
あ

っ
た
が
、

そ
の
思
想
は
明
代
の
禅
者
の
影
響

を
大
き
く
受
け
た
。

一
方
天
桂
は
明
代

の
禅
者
を
か
な
り
手
厳
し
く
批

判
し
て
い
る
。
そ
の
批
判
理
由

の
一
つ
が
、

雲
棲
の
例
に
み
ら
れ
る
明

代
禅
者
の

「
公
案
」
講
義
否
定
の
風
潮
で
あ

っ
た
。
〔注
記
略
〕

<
キ
ー
ワ
ー
ド
>

天
桂
、
独
蕎
、
公
案
問
題(曹
洞
宗
宗
学
研
究
所
主
任
)

し
天
桂
と
独
蓄
の
交
流

(志

部
)
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